
はじめに

　この度は、楽々出納帳をご利用頂き有り難う御座います。

　私どもから初めて出させて頂くシェアウェアーのソフトで、手書きの現金出納帳を

意識し作成しました。

　特徴としましては、簡単に入出金入力ができ、その時点での残高が即座に画面に表示

することで、手書きでの現金出納帳を付けているのと同感覚に見えるよう作ってはみま

した。

　また、単なる現金出納帳での運用だけではなく、任意団体向けの会計管理を少し意識

し、企業で扱う小口現金出納帳では不要かと思いますが、「予算計画書」や「収支報告

書」と言った会計報告書を準備しました。

　その他にも現金出納帳そのものや「項目別の集計表」・「項目別明細書」を準備して

おり、どの帳票にもExcel出力を可能とさせていますので、利用者の方が自分なりの資料

や確認書などを作っていただく手助けができるのではないかと思っています。

　企業様向けの会計ソフトではありませんので、仕訳の入力や貸借対照表・損益計算書

など財務諸表は作成できません。ただ、小口現金出納帳としても利用していただきたく、

「会計連携データ出力」でテキストデータとして仕訳データを出力できる様にしており

ます。

　もし、企業様で小口現金出納帳として利用される場合は、「楽々出納帳Ⅱ」なるソフト

を別にご用意させて頂いております。これは、消費税の管理と、会計ソフトへの連携と

して用意しています「会計連携データ出力」で、弥生会計（仕訳データインポート形式）

や勘定奉行（汎用データ）への連携データ作成ができる様なっていますので、出来れば

こちらをご利用ください。また、上記以外の会計ソフトとの連携をご希望される場合

は、大変申し訳ありませんが別途費用が掛かります。弊社へ一度ご相談ください。

　また、大きな企業様向け用にあまり考えておりませんので、各項目の桁数に制限が

あります。その場合は大変申し訳御座いませんが、弊社にご相談頂くか、他社様のソフ

トをご利用下さい。

　まずは、お試し版として御社で運用できるか試してください。お試し期間は、３０日

間御座います。無理をせず利用できるか十分に試して頂き、よろしければご購入お願い

致します。

追記：

　ＤＢ（データの管理）はAccessを利用しています。またExcelでの出力は可能ですが、

Excelをインストールしていない端末でも、「楽々出納帳」の運用は可能です。（Excel

出力のボタンが利用できなくしています。）

Excelが無くてもクリスタルレポートで印刷とプレビューで見ることが出来ます。

尚、Access及びExcelによる傷害対応は弊社では出来かねますのでご了承ください。

従いまして、ＤＢのセーブは必ず取ってください。
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インストール・アンインストール

①インストールについて

　「楽々出納帳インストール方法.txt」にも記述しましたが、もう一度説明します。

１．共同電算センターホームページから"GKSsystem.exe"をダウンロードしてください。

２．ダウンロードした"GKSsystem.exe"をどこかのフォルダ（ディスクトップ上でもかまいま

　　せん）にセットして解凍（ダブルクリックで出来ます。）してください。

３．上記で解凍したフォルダに"GKSDB.mde"とExcelフォルダが有りますので、それを任意の

　　フォルダにコピーするか移動してください。

　　※"GKSDB.mde"はこのシステムのＤＢとなります。（尚、"GKSDB"をお好みの名称に変更

　　　していただいてもかまいません。）

　　※Excelフォルダの中のExcelはこのシステムで使用しますExcel出力のテンプレートと

　　　なりますので、Excelを利用される場合は必ずセットしてください。）

４．GKSaplicationのフォルダ内の"setup.exe"を起動してください。

　　※インストールを開始し、インターネットからクリスタルレポートなどのダウンロード

　　　が動きますので、内容に沿ってインストールしてください。

　　　また、全てのインストールが終了しましたら、ログイン画面が立ち上がりますので、

　　　このソフトを購入された方は、メールで送らせて頂いております、Key情報.txtをご覧

    　頂き、keyをセットして保存してください。

　　　お試し版として使用される方は、Key欄に何も入れず、保存してください。（本日より

　　　３０日間ご利用頂けます。３０日を過ぎますと再びログイン画面が立ち上がりますの

　　　で、その節にはご購入の程よろしくお願いします。）

５．メニュー画面が立ち上がりますので、まずは、「環境設定」ボタンを押下し、ＤＢの接

　　続場所及びExcelの格納場所を設定してください。

　　※「環境設定」画面の「接続場所」・「Ｅｘｃｅｌテンプレート格納場所」各横のボタン

　　　で３．でセットしていただいたフォルダ及び.mdeを選び（作成）保存してください。

６．これで、運用可能ですが、まずは基本情報を入力し、保存してください。

　　※この基本情報を入力しませんと、他の画面がほとんど選択できません。

★　項目マスタ及び集約項目マスタはサンプルとして作成しておりますので、ご自分で利用

　　しやすい様に変更及び作成・削除してください。

　　※どうしてもうまく設定出来ない場合は、弊社にご相談ください。うまく使っていただ

　　　ける様にアドバイスさせて頂きます。

②アンインストールについて

★　また、このシステムがご不要となりましたら、コントロールパネルの「プログラムの追加

　　と削除」から、削除してください。この時、クリスタルレポートも不要でしたら、大変

　　お手数をお掛けしますが、同様に「プログラムの追加と削除」で削除してください。

　　また、３．でセットしていただいた、.mde及びExcelのフォルダは手で削除をお願いします。
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運用編

１．「メニュー」

「楽々出納帳」を起動しますと、以下のメニュー画面が表示されます。

※また、「楽々出納帳」をインストールした直後に表示したログイン画面入力後に

　表示されます。

○「環境設定」で接続場所をセットしないと「環境設定」以外のボタンを押下した時、

　以下のメッセージが表示されます。

※まずは環境設定を行いましょう。

○「基本情報入力」で基本情報をセットしないと「基本情報入力」以外のボタンを押下

　した時、以下のメッセージが表示されます。

※運用する前には基本情報の設定を行って

　から運用してください。
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運用編

１．「メニュー」

○上記の「環境設定」と「基本情報入力」が出来ましたら、「項目マスタ入力」をしないで

　も「現金出納帳入力」が出来ます。

　※「項目マスタ入力」や「集約項目マスタ入力」は「集計表」以下の印刷物や「会計連携

　　データ出力」時には必要となりますので、それまでに設定し入出金データを修正するば

　　処理出来ます。
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運用編

２．「環境設定」

メニューから「環境設定」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※一度保存すると、内容は保持されるので画面が立ち上がった時、その内容を表示します。

①接続場所

インストールで説明しました様にＤＢ「GKSDB.mde」を格納しているフォルダと

ＤＢ名（GKSDBを他の名称に変更されている場合はその名称.mde）を接続場所に

入力してください。

②接続場所ボタン

このボタンを押下しますと、左上図のファイル選択ダイアログが表示されますの

で、そこから対象ＤＢを指示していただくと、その場所が接続場所に表示されます。

③Ｅｘｃｅｌテンプレート格納場所

インストールで説明しました様にExcelﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを格納しているフォルダを入力

してください。

④Ｅｘｃｅｌテンプレート格納場所ボタン

このボタンを押下しますと、右上図のフォルダ選択ダイアログが表示されますの

で、そこから対象Excelﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ格納フォルダを指示していただくと、その場所が

Excelﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ格納場所に表示されます。

①

②

③
④
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運用編

２．「環境設定」

○保存ボタン

①と③で指示した内容を各保存します。

○削除ボタン

①と③で指示した内容を削除し初期状態にします。

※一度保存しますと、この削除ボタンで削除しない限りこの内容を保持します。

　ただ、コンピュータを再インストールされるとこの内容は初期状態となります。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。
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運用編

３．「基本情報入力」

メニューから「基本情報入力」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※一度保存すると、内容は保持されるので画面が立ち上がった時、その内容を表示します。

①会計期区分

会計期を「年度」で表するか「期」で表するかの選択です。

（例では0…年度を選択しています。各資料に年度と表示されます。）

②会計期

上記の会計期区分で選択した年度か期をセットします。

※データや残高の管理キーの一つとなりますので、運用途中での変更が無い様に注意

　してください。

（例では2010年度の年を入力しています。各資料の年度に表示されます。）

③名称

各資料や画面に表示する名称を入力します。

（かなりの文字数が入る様にしていますが、作成帳票で印字されるのは１４桁まで

ですので、１４桁までで名称を入れていただくのが望ましいです。）

④会計期間（始め、終わり）

データの入力出来る範囲の日付をセットします。

（例では2010年1月1日から2010年12月31日にしています。この範囲以外で入出金ﾃﾞｰﾀ

　を入力することが出来ません。入出金ﾃﾞｰﾀの入力時に範囲外の日付を入れますと

　始め以前の日付が入力された場合は始めの日付に変換されますし、終わりの日付

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨

⑩
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運用編

３．「基本情報入力」

　以降の日付が入力された場合は終わりの日付に自動的に変換されてしまいます。

　この設定で範囲の始めと終わりが逆転していなければ、１ヶ月でも２年でも設定

　出来ますが、決算更新処理では１年間の範囲で自動更新しますので、その折りに

　は調整が必要となります。）

⑤集約管理区分

集計表や収支報告書など項目別に集計など取り印字しますが、その項目をもう一つ

上位でまとめるのが集約項目となり、その集約項目で各資料を出力する場合にこの

区分に「１」をセットする事で可能となります。

（そこまで広げない場合は「０」にしておいてください。）

⑥繰越残高

運用を開始する時に既に残高が有る場合、その残高を入力します。

（最初からの運用であるなら０でもかまいません。）

⑦伝票№

データの入力順や会計連携データ出力でデータに付与する伝票№となります。

伝票№Fromよりひとつ若い№よりセットしてください。また、中途の№をセットする

場合は、⑧の伝票№Fromと伝票№Toの範囲内で設定してください。

（入出金データが新規で作成される都度、１カウントされます。むやみに過去の№に

　変更しない様にしてください。入出金データ作成の保証が出来ませんのでご注意く

　ださい。）

⑧伝票№Fromと伝票№To

伝票№の範囲を伝票№From（開始）と伝票№To（終了）にセットしてください。

開始と終了が逆転させての入力はできません。また、０は入力出来ません。

（伝票№は会計期単位で管理しますので、発生する伝票数を考えて余裕をもって設定

　してください。また、決算更新処理での伝票№From、伝票№Toは現在の内容を引き

　継ぎます。問題ある時は、決算更新処理後にこの画面で修正してください。）

⑨経理現金勘定

「会計連携データ出力」で会計ソフトへの連携として、データを作成する際に、利用

される会計ソフトの現金勘定科目（コード）をここでセットします。また、補助管理

（細目管理）されている場合、現金勘定科目の後ろに"-"を入れ、その後に補助管理

するコードをセットすることで補助コードの出力も可能となります。

例：

　左図の場合、「100-11」の「100」

　が現金勘定科目で「11」が小口現金

　コードとなります。

（例えば、現金勘定科目が有りその中身を小口現金と通常現金とに分けて補助管理す

　る場合などに利用出来ます。）
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運用編

３．「基本情報入力」

※尚、利用される会計ソフトとの互換性及びチェック機能は付いておりませんので、

　間違わないように設定してください。

※また、入力出来る桁数は"-"を含め２０桁までですのでご注意下さい。

⑩運用部門ｺｰﾄﾞ

「会計連携データ出力」で会計ソフトへの連携として、データを作成する際に、利用

される会計ソフトの部門コードをここでセットします。

（例えば、大阪支店での小口現金をこの「楽々出納帳」で管理しているなど、場合に

　よりますが、会計ソフトで小口現金を部門別に管理している時に利用できます。）

※必要の無い場合は、入力しないで下さい。尚、利用される会計ソフトとの互換性

　及びチェック機能は付いておりませんので、間違わないように設定してください。

※また、入力出来る桁数は１５桁までです。

○保存ボタン

画面の内容を登録・更新します。

※確認メッセージが表示されますので、内容に従った処理を進めてください。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※内容を変更しても、更新しないで終了ボタンを押下しますと、内容が更新されませ

　ん。更新させて終了する場合は更新ボタンを必ず押下して更新してください。

※上記各項目の桁数等は付録Ｃ．をご覧ください。
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運用編

４．「項目マスタ入力」

メニューから「項目マスタ入力」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※一度保存すると、内容は保持されるので画面が立ち上がった時、その内容を表示します。

※また、更新される都度に一覧表に反映して再表示します。

※インストール時にサンプルとして入れていますので、参照していただき、運用出来る形に

　追加・変更・削除してください。「集計表」・「項目別明細書」・「予算計画書」・

　「収支報告書」の出力には項目コードが必要となります。上記資料が必要な方は必ず設定

　してください。

　また、設定しないとデータ入力が出来ない事は無いですので、データ入力を先にしていた

　だいてから、項目をじっくり考えて設定していただいても問題ありません。その時は、

　設定した項目コードをデータの修正でデータに付加し更新を必ずしてください。

※画面が立ち上がった時、既に項目コードを数件入力されていた場合、その内容全てを

　一覧表示します。一覧表示した内容から修正やコピーして新規に作成する場合は、対象

　の行をマウスでクイックするか、矢印キーで対象行にカーソルを移動し、Enterキーを

　押下すると、その行の明細内容が下の項目明細に表示されます。

①項目コード

項目別に管理するキーとなります。任意に１０桁で設定出来ますが、重複は出来ま

せん。

②項目名称

各資料（印刷物）や画面に表示される名称となります。

※５０桁入力出来ますが、全桁表示出来ませんので、簡単明瞭な名称にすることを

　お勧めします。出来れば漢字であれば１２桁位までで運用をお考えください。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧
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運用編

４．「項目マスタ入力」

③収支区分

今設定している項目が収入の部に属するか、支出の部に属するかを設定します。

「集計表」・「予算計画書」・「収支報告書」での収入と支出のグループ区分となり

ます。

④表示位置

「集計表」・「予算計画書」・「収支報告書」などの表示順位となります。

※収支区分別での表示順位となりますで、収支区分と併せて余裕を持って設定してく

　ださい。数値での指定となりますが、将来項目が増えることを見越して１０番単位

　あるいは、１００番単位での採番が良いかと思います。

⑤予算金額

「予算計画書」や「収支報告書」に表示する予算額をセットする項目です。

※上記資料を必要としないのであれば、特に設定する必要はありません。

⑥決算書備考

「収支報告書」の備考欄に表示する内容を入力していただきます。「収支報告書」を

出力する前に設定すれば良いです。

※特に表示が必要としない場合は設定する必要はありません。

⑦経理科目コード

「会計連携データ出力」で会計ソフトへの連携データを作成する際に、利用される

会計ソフトの勘定科目（コード）からこの項目とあった内容をここでセットします。

また、補助管理（細目管理）されている場合、勘定科目の後ろに"-"を入れ、その後

に補助管理するコードをセットすることで補助コードの出力も可能となります。

また、その科目で部門管理している場合は、上記の後にもう一つ"-"を入れて、その

後に管理する部門コードをセットすることで部門コードも出力可能となります。

（上図で表示している項目コード1501～4001を例として見て下さい。1501は科目コ

　ードと部門コードが会計連携データに出力されます。1601は科目コードと補助管

　理コードが会計連携データに出力されます。4001は科目コードと補助管理コード

　と部門コードが会計連携データに出力されます。）

※尚、利用される会計ソフトとの互換性及びチェック機能は付いておりませんので、

　間違わないように設定してください。

※また、入力出来る桁数は"-"を含め２０桁までですのでご注意下さい。

⑧集約項目

集計表や収支報告書など項目別に集計を取り印字しますが、その項目をもう一つ上位

でまとめるのが集約項目となり、そのコードをセットします。集約項目マスタで設定

しているコードを原則入力していただきますが、集約項目マスタで設定されていない

コードでもセット出来ます。

※特に集約項目で集約することが無ければ設定する必要は有りません。また、基本情

　報の集約管理区分＝0（集約項目を利用しない）場合でもこの項目の入力はできま

　すが、入力しないでも良いです。
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運用編

４．「項目マスタ入力」

○保存ボタン

画面の内容を更新します。

※項目コードが変更された場合は、エラーとなります。項目コードをどうしても変更

　される場合は、新規保存ボタンでまず変更した項目コードで登録してから、旧項目

　コードでもう一度呼び出し、削除ボタンで旧項目を削除してください。

○新規保存ボタン

画面の内容で登録します。

※項目コードの重複は出来ません。一覧表から選択し、項目コードを変えて登録する

　事が出来ます。（コピー機能）

※一つ一つ入力するのは大変ですので、コピー機能をうまく使って項目マスタを作成

　してください。

○削除ボタン

一覧表から選択した内容について、この項目コード情報を削除します。

※削除を実行しますと完全に消えてしまいますので、十分ご注意ください。消す前に

　メッセージを表示するようにしています。その時点で間違ったコードの削除ではな

　いか良く確かめてから「はい」を押下してください。

○取消ボタン

項目明細に入力している全ての内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※保存ボタンや新規保存ボタンを押下して更新完了しないと、画面上内容が残ってい

　ても、終了ボタンで更新することは有りません。そのままメニューに戻りますので

　入力や修正した場合は必ず保存してから終了してください。

※上記各項目の桁数等は付録Ｃ．をご覧ください。
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運用編

５．「集約項目マスタ入力」

メニューから「集約項目マスタ入力」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※一度保存すると、内容は保持されるので画面が立ち上がった時、その内容を表示します。

※また、更新される都度に一覧表に反映して再表示します。

※インストール時にサンプルとして入れていますので、参照にしていただき、運用出来る形

　に追加・変更・削除してください。「基本情報入力」の集約管理区分＝1（集約項目を

　利用して会計報告書を作成する）にしている場合は、「集計表」・「項目別明細書」・

　「予算計画書」・「収支報告書」の出力で集約項目での出力が選択できたり、集約項目で

　資料が出力されますので、上記資料が必要な方は必ず設定してください。

　また、設定しないとデータ入力が出来ない事は無いですので、データ入力を先にしていた

　だいてから、項目マスタと一緒にじっくり考えて設定していただいてた方が良いかもしれ

　ません。

※画面が立ち上がった時、既に集約項目コードを数件入力されていた場合、その内容全て

　を一覧表示します。一覧表示した内容から修正やコピーして新規に作成する場合は、対

　象の行をマウスでクイックするか、矢印キーで対象行にカーソルを移動し、Enterキーを

　押下すると、その行の明細内容が下の項目明細に表示されます。

①集約項目コード

集約項目別に集計するキーとなります。任意に１０桁で設定出来ますが、重複は出来

ません。

②項目名称

各資料（印刷物）に表示される名称となります。

※５０桁入力出来ますが、全桁表示出来ませんので、簡単明瞭な名称にすることを

　お勧めします。出来れば漢字であれば１２桁位までで運用をお考えください。

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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運用編

５．「集約項目マスタ入力」

③収支区分

今設定している項目が収入の部に属するか、支出の部に属するかを設定します。

「集計表」・「予算計画書」・「収支報告書」での収入と支出のグループ区分となり

ます。項目マスタと同期を取るように設定してください。

④表示位置

「集計表」・「予算計画書」・「収支報告書」などの表示順位となります。

※収支区分別での表示順位となりますで、収支区分と併せて余裕を持って設定してく

　ださい。数値での指定となりますが、将来項目が増えることを見越して１０番単位

　あるいは、１００番単位での採番が良いかと思います。

⑤予算金額

「予算計画書」や「収支報告書」に表示する予算額を表示します。

※項目マスタでセットした同一の集約科目により項目マスタの予算金額を集計して表

　示します。項目マスタを後で入力した場合、もう一度「集約項目マスタ入力」で、

　関連する集約項目を呼び出し、何も変更しないで更新のみしてください。その様に

　していただかないと、各資料にこの予算金額が反映させません。

⑥決算書備考

「収支報告書」の集約項目別項目リストの備考欄に表示する内容を入力していただき

ます。「収支報告書」を出力する前に設定すれば良いです。

※特に表示が必要としない場合は設定する必要はありません。

○保存ボタン

画面の内容を更新します。

※集約項目コードが変更された場合は、エラーとなります。集約項目コードをどうし

　ても変更される場合は、新規保存ボタンでまず変更した集約項目コードで登録して

　から、旧集約項目コードでもう一度呼び出し、削除ボタンで旧集約項目を削除して

　ください。

○新規保存ボタン

画面の内容で登録します。

※集約項目コードの重複は出来ません。一覧表から選択し、集約項目コードを変えて

　登録する事が出来ます。（コピー機能）

○削除ボタン

一覧表から選択した内容について、この集約項目コード情報を削除します。

※削除を実行しますと完全に消えてしまいますので、十分ご注意ください。消す前に

　メッセージを表示するようにしています。その時点で間違ったコードの削除ではな

　いか良く確かめてから「はい」を押下してください。

○取消ボタン

項目明細に入力している全ての内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。
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運用編

５．「集約項目マスタ入力」

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※保存ボタンや新規保存ボタンを押下して更新完了しないと、画面上内容が残ってい

　ても、終了ボタンで更新することは有りません。そのままメニューに戻りますので

　入力や修正した場合は必ず保存してから終了してください。

※上記各項目の桁数等は付録Ｃ．をご覧ください。

14　頁



運用編

６．「現金出納帳入力」

メニューから「現金出納帳入力」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※更新される都度に一覧表に反映して再表示します。

①日付（検索一覧）

検索一覧表に表示する日付（開始日）の入力を行ってください。

※未入力は画面上部に表示しています会計年度（会計期）の最初のデータから表示す

　ろことになります。

②検索ボタン（検索一覧）

①で指定した日付以降のデータを検索一覧表に表示させます。

③検索一覧表（検索一覧）

①で指示した日付以降のデータを一覧表として表示します。

※画面上部に表示しています会計年度（会計期）のデータのみ表示対象となります。

　また、表示順は日付のデータ入力順です。

※検索一覧表の任意の行をクイックするか、矢印キーで対象行カーソルを移動しEnterキー

　を押下すると、その行の内容が入出金明細に表示されます。

① ②

③

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨
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運用編

６．「現金出納帳入力」

④日付（入出金明細）

現金出納帳の伝票日付を入力します。未入力でこの項目を抜けると、本日日付が自動

的にセットされます。

※日付の入力範囲は、基本情報入力で設定した会計期間の範囲となります。もし、以

　外の日付を入力した場合、エラーとなりメッセージを表示しますので、その内容に

　従って日付を入力し直してください。

⑤入出金区分

⑥の金額を入金とするか、出金とするかを選択します。

⑥金額

金額を入力します。

※マイナス入力は出来ません。間違ったデータの修正を行うか、会計期間以前の内容

　の訂正データを当期に入れる場合は入出金区分を逆にして入力してください。

　また、この明細を削除する場合は金額に０をセットして保存してください。この明

　細が削除されます。

⑦項目コード

項目マスタで登録した項目コードを入力してください。

※項目マスタに登録されていないコードを入力した場合はエラーとなりメッセージを

　表示します。メッセージの内容に従って入力し直してください。また、未入力での

　入力は出来ます。

⑧項目コードコンボＢｏｘ

項目マスタで登録した項目コードの一覧を表示しますので、該当する項目コードを選

択してください。また、項目コードが不要の場合は、空欄を選択出来ますので、空欄

を選択してください。

※項目コードが設定出来ていないが入出金を先に入力したい場合など有ると思います

　のでその場合は空欄を選択して入出金入力をしてください。後に項目コードが設定

　された時点で、この明細を表示させて項目コードをセットし保存してください。

　尚、「現金出納帳入力」画面を立ち上げたまま、「項目マスタ入力」をすることが

　出来ますが、そこで追加や修正された項目コードは今表示している「現金出納帳入

　力」には反映されませんので、一旦「現金出納帳入力」画面を終わらせもう一度

　メニューから立ち上げ直してください。

⑨摘要

この明細の摘要を入力してください。

※５０桁入力出来ますが、印刷資料には全桁表示出来ません、簡単明瞭な内容で入力

　することをお勧めします。出来れば漢字であれば１５桁位までで運用をお考えくだ

　さい。それ以上の桁数ですと、後が切れて見えなくなる資料が出てきます。ご容赦

　ください。

○保存ボタン

画面の内容を更新します。

※検索一覧表の内容を変更する場合は、その明細を選択して変更対象項目を変更した

　後、保存ボタンを押下してください。尚日付の変更も可能となっています。また、
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運用編

６．「現金出納帳入力」

　削除する場合は、金額を０にして保存ボタンを押下すると削除されます。

※保存した内容は検索一覧表に即表示する様にしています。

○新規保存ボタン

画面の内容で追加登録します。

※検索一覧表から選択した明細内容を一部修正して、新規保存ボタンを押下すること

　もできます（コピー機能）。同じ様な内容を追加入力する場合はこの機能を利用し

　てください。但し、保存ボタンも押下出来ますので、間違えて保存ボタンを押下し

　ますと、元のデータが消えてしまいます。注意してボタンを押下してください。

※新規保存した内容は検索一覧表に即表示する様にしています。

○取消ボタン

入出金明細に入力（表示）している全ての内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※保存ボタンや新規保存ボタンを押下して更新完了しないと、画面上内容が残ってい

　ても、終了ボタンで更新することは有りません。そのままメニューに戻りますので

　入力や修正した場合は必ず保存してから終了してください。

※上記各項目の桁数等は付録Ｃ．をご覧ください。
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運用編

７．「現金出納帳印刷」

メニューから「現金出納帳印刷」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

①出力日付範囲（開始日）

現金出納帳を作成する対象の入出金データ日付（開始日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の始めを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以降のデータを対象とし

　ます。

②出力日付範囲（終了日）

現金出納帳を作成する対象の入出金データ日付（終了日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の終わりを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以前のデータを対象とし

　ます。

○プレビューボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

① ②
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運用編

７．「現金出納帳印刷」

○印刷ボタン

上図の内容でデフォルトのプリンターに印刷します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

○Excelボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※Excelがインストールされていなければこのボタンは使用できません。また画面に

　表示しているだけですので、このExcelを後で利用される場合は、名前を付けて保

　存してください。若干クリスタルレポートでの印刷とフォームが違いますので、

　利用される資料としてどちらが良いかは各自でご判断ください。

○取消ボタン

「現金出納帳出力」の全ての画面内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※尚、クリスタルレポートでプレビュー表示をした場合、そのプレビュー画面を終了させな

　いと、メニュー画面など他の画面を処理することが出来ません。プレビュー表示のまま

　画面を放置しない様ご注意ください。
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運用編

８．「現金出納集計表印刷」

メニューから「集計表印刷」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

①出力日付範囲（開始日）

現金出納集計表を作成する対象の入出金データ日付（開始日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の始めを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以降のデータを対象とし

　ます。

②出力日付範囲（終了日）

現金出納集計表を作成する対象の入出金データ日付（終了日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の終わりを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以前のデータを対象とし

　ます。

③リスト区分

項目別リスト、集約リスト、集約項目別項目リストの３種類が選択できますので、

いずれかを選択してください。

※但し、「基本情報入力」の集約管理区分＝0（集約項目を利用しない）の場合、

　このリスト区分は選択できません。（項目別リストのみ処理されます。）

○プレビューボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

① ②

③
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運用編

８．「現金出納集計表印刷」

③-1 項目別リスト、集約リストを選択した場合、下図の様な内容で印刷イメージと

して画面に表示します。

③-2 集約項目別項目リストを選択した場合、下図の様な内容で印刷イメージとして

画面に表示します。

○印刷ボタン

上の２図の内容でデフォルトのプリンターに印刷します。

※クリスタルレポートでの出力となります。
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８．「現金出納集計表印刷」

○Excelボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※Excelがインストールされていなければこのボタンは使用できません。また画面に

　表示しているだけですので、このExcelを後で利用される場合は、名前を付けて保

　存してください。若干クリスタルレポートでの印刷とフォームが違いますので、

　利用される資料としてどちらが良いかは各自でご判断ください。

項目別リストか集約

リストかを選択した場

合に左図の様に表示

集約項目別項目リスト

を選択した場合に右図

の様に表示

○取消ボタン

「現金出納集計表出力」の全ての画面内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※尚、クリスタルレポートでプレビュー表示をした場合、そのプレビュー画面を終了させな

　いと、メニュー画面など他の画面を処理することが出来ません。プレビュー表示のまま

　画面を放置しない様ご注意ください。
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９．「項目別明細書印刷」

メニューから「項目別明細書印刷」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

①リスト区分

項目別リスト、集約項目別リストの２種類が選択できますので、いずれかを選択して

さい。

※但し、「基本情報入力」の集約管理区分＝0（集約項目を利用しない）の場合、

　このリスト区分は選択できません。（項目別リストのみ処理されます。）

②日付範囲（開始日）

項目別明細書を作成する対象の入出金データ日付（開始日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の始めを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以降のデータを対象とし

　ます。

③日付範囲（終了日）

項目別明細書を作成する対象の入出金日付（終了日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の終わりを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以前のデータを対象とし

　ます。

④項目範囲（開始コード）

項目別明細書を作成する対象の項目コード（開始コード）を入力してください。

※未入力の場合は、最小コードが指示されたとしてそれ以降のコードを対象としま

　す。また、データに指示された項目コードがデータに存在しない場合でも指示し

　たコード以降のデータを対象とします。

①

② ③

④ ⑤
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運用編

９．「項目別明細書印刷」

⑤項目範囲（終了コード）

項目別明細書を作成する対象の項目コード（終了コード）を入力してください。

※未入力の場合は、最大コードが指示されたとしてそれ以前のコードを対象としま

　す。また、データに指示された項目コードがデータに存在しない場合でも指示し

　たコード以前のデータを対象とします。

○プレビューボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

項目別リストの場

合は左図の様に表

示

集約科目別リスト

の場合は右図の様

に表示

○印刷ボタン

上の２図の内容でデフォルトのプリンターに印刷します。

※クリスタルレポートでの出力となります。
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運用編

９．「項目別明細書印刷」

○Excelボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※Excelがインストールされていなければこのボタンは使用できません。また画面に

　表示しているだけですので、このExcelを後で利用される場合は、名前を付けて保

　存してください。若干クリスタルレポートでの印刷とフォームが違いますので、

　利用される資料としてどちらが良いかは各自でご判断ください。

項目別リストの場

合は左図の様に表

示

集約項目別リスト

の場合は右図の様

に表示

○取消ボタン

「項目別明細書印刷」の全ての画面内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※尚、クリスタルレポートでプレビュー表示をした場合、そのプレビュー画面を終了させな

　いと、メニュー画面など他の画面を処理することが出来ません。プレビュー表示のまま

　画面を放置しない様ご注意ください。
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運用編

１０．「予算計画書印刷」

メニューから「予算計画書印刷」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

①会計年度

現在の会計年度を表示します。

※「基本情報入力」の会計期区分と会計期により編集・表示されています。

②出力種別

出力する予算計画書を今年度（①で表示している会計期）の内容とするのか次年度の

内容とするのか選択してください。

③今年度実績指示

②の出力種別で今年度予算書を選択した場合、資料の実績額に前年実績額を表示する

　か今年度実績額を表示するかを選択できます。

※但し、②の出力種別で次年度予算書を選択した場合は、この選択はできません。

④次年度予算調整指示

②の出力種別で次年度予算書を選択した場合、資料の予算額に今年設定している予算

　額を表示するか今年度の実績額（決算金額）を表示するかを選択できます。

　（今年設定している予算額とは項目マスタに設定している予算金額のことです。）

※但し、②の出力種別で今年度予算書を選択した場合は、この選択はできません。

⑤⑥調整項目

②の出力種別で次年度予算書を選択した場合、資料の予算額の収入と支出の差額を加

算（調整）する項目コードを指示します。

※初期値は項目マスタの最終項目（項目コードの最大値）がセットされていますが、

　任意でセットし直してください。

※⑤のコードで入力していただいても⑥で選択していただいても良い様にしています

　が、項目マスタに設定されているコードのみ指示できます。

①

②

③

④

⑤ ⑥
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運用編

１０．「予算計画書印刷」

※また、②の出力種別で今年度予算書を選択した場合は、この選択はできません。

○プレビューボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

下記○-1と○-2の例は、出力種別＝今年度予算書を選択した場合です。

○-1 今年度実績指示＝前年度実績額を選択して出力した場合の例です。

矢印や○で囲っている

ところが内容の違い

○-2 今年度実績指示＝今年度実績額を選択して出力した場合の例です。

※いずれも予算額は項目マスタに設定しました予算金額を表示しています。
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運用編

１０．「予算計画書印刷」

下記○-3と○-4の例は、出力種別＝次年度予算書を選択した場合です。

○-3 次年度予算調整指示＝予算額は今年と同じを指示して出力した場合の例です。

矢印や○で囲っている

ところが内容の違い

調整項目を予備費で

指定しました。

○-4 次年度予算調整指示＝決算金額を次年度予算を指示して出力した場合の例です。

調整項目を予備費で

指定しました。

※上記帳票は「基本情報入力」の集約管理区分＝1（集約項目を利用する）にした時の例と

　なり、集約管理区分＝0の場合は、集約項目でのまとめ（集計を含む）はしません。
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運用編

１０．「予算計画書印刷」

○印刷ボタン

上の４図の内容でデフォルトのプリンターに印刷します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

○Excelボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※下図は○-4の内容をExcelで表示した内容ですが、○-1から○-4の内容を全てExcel

　で出力できます。

※Excelがインストールされていなければこのボタンは使用できません。また画面に

　表示しているだけですので、このExcelを後で利用される場合は、名前を付けて保

　存してください。若干クリスタルレポートでの印刷とフォームが違いますので、

　利用される資料としてどちらが良いかは各自でご判断ください。

○取消ボタン

「予算計画書印刷」の全ての画面内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※この出力資料は今後の予算計画を立てて頂く上での参考資料として下さい。もし、この

　内容を元に予算書をくまれる場合、Excelで出力していただき、そのExcelを加工するこ

　とで色々なシミュレーションができると思います。その上で予算書（計画書）を作成し

　てください。尚、作成された予算内容は「決算更新処理」後、項目マスタの予算金額に

　反映するように操作してください。（一部自動で更新しますが、最終は手操作で調整し

　てください。）

※尚、クリスタルレポートでプレビュー表示をした場合、そのプレビュー画面を終了させな

　いと、メニュー画面など他の画面を処理することが出来ません。プレビュー表示のまま

　画面を放置しない様ご注意ください。
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運用編

１１．「収支報告書出力」

メニューから「収支報告書出力」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

①リスト区分

項目別リスト、集約リスト、集約項目別項目リストの３種類が選択できますので、

いずれかを選択してください。

※但し、「基本情報入力」の集約管理区分＝0（集約項目を利用しない）の場合、

　このリスト区分は選択できません。（項目別リストのみ処理されます。）

②差引金額を表示

チェックを入れますと収支報告書に実績額と予算額との差額を表示します。

※チェックが入った場合、収入の部・支出の部の差引金額表示形態の選択が

　出来ます。

③収入の部、差引金額表示形態

収入の部の各項目の差額欄に予算額から実績額を減算した内容を表示するか実績額

から予算額を減算した内容を表示するかの選択です。

※差額の収支報告書への表現は色々考えがあると思いますので、あえて選択してい

　ただく方法にしました。

④支出の部、差引金額表示形態

支出の部の各項目の差額欄に予算額から実績額を減算した内容を表示するか実績額

から予算額を減算した内容を表示するかの選択です。

※差額の収支報告書への表現は色々考えがあると思いますので、あえて選択してい

　ただく方法にしました。

①

②

③

④
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運用編

１１．「収支報告書出力」

○プレビューボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

項目別リスト・集計リス

トの場合は左図の様に表

示します。

左図の場合は差引金額を

表示した場合です。

集約項目別項目リスト

の場合は右図の様に表

示します。

右図の場合は差引金額

を表示しない様にした

場合です。

※また、収入の部、支出の部の後に次期繰越残高を表示しています。Excelでの出力

　時も次期繰越残高を表示していますが、その他何か文言を入れて印刷などする時

　はExcelに編集して印刷してください。クリスタルレポート上での編集はできませ

　ん。
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１１．「収支報告書出力」

○印刷ボタン

上の２図の内容でデフォルトのプリンターに印刷します。

※クリスタルレポートでの出力となります。

○Excelボタン

下図の様な内容で印刷イメージとして画面に表示します。

※Excelがインストールされていなければこのボタンは使用できません。また画面に

　表示しているだけですので、このExcelを後で利用される場合は、名前を付けて保

　存してください。若干クリスタルレポートでの印刷とフォームが違いますので、

　利用される資料としてどちらが良いかは各自でご判断ください。

項目別リスト・集計リス

トの場合は左図の様に表

示します。

左図の場合は差引金額を

表示しない場合です。

集約項目別項目リスト

の場合は右図の様に表

示します。

右図の場合は差引金額

を表示した場合です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※尚、クリスタルレポートでプレビュー表示をした場合、そのプレビュー画面を終了させな

　いと、メニュー画面など他の画面を処理することが出来ません。プレビュー表示のまま

　画面を放置しない様ご注意ください。
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運用編

１２．「決算更新処理」

メニューから「決算更新処理」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※更新情報として「■以下内容で決算更新処理を行います。」の内容を表示しますので、

　この処理までに出力した収支報告書など間違い無いか確認して更新処理を指示してく

　ださい。

①予算更新指示

項目マスタの予算金額を次年度へ繰越する折り、更新させる為の指示です。いずれ

かを選択してください。

(1). 項目マスタの予算金額は何も更新しない場合「予算額は何もしない」を選択し

てください。

(2). 項目マスタの予算金額は前と同じにするが、収支の差額を調整するのに②③で

指示した項目の予算金額を更新する場合「予算額は前回と同じ」を選択してく

ださい。

(3). 今年度の実績額を項目マスタの予算金額に更新する場合は「決算金額を次期予

算」を選択してください。その時の(2).同様に収支の差額を調整するのに②③

で項目を指示してください。

②③調整項目

①の「予算額は何もしない」以外を選択した場合、収入と支出の差額を加算（調整）

する項目コードが必要ですので、その項目コードを指示（選択）します。

※初期値は項目マスタの最終項目（項目コードの最大値）がセットされていますが、

　任意でセットし直してください。

※②のコードで入力していただいても③で選択していただいても良い様にしています

　が、項目マスタに設定されているコードのみ指示できます。

①

② ③
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運用編

１２．「決算更新処理」

○保存ボタン

画面の内容で以下の更新処理を行います。

(1). 期首繰越残高の更新を行います。

※「基本情報入力」や「現金出納帳入力」を立ち上げて頂いた時に表示して

　います繰越残高が更新（会計期別に管理していますので新たに作成）され

　ます。

(2). 項目マスタの予算金額が更新されます。但し、①で「予算額を何もしない」

を選択された場合は、何も更新されません。

(3). 伝票№が１からの採番となります。

※「基本情報入力」を見て頂くとわかりますが、伝票№が1となり、FROM

　が1でTOが9999999に変更されています。もし伝票№を任意で調整運用して

　おられる場合は、この時点で調整してください。「現金出納帳入力」で、

　この後入力（データ作成）しますと、伝票№が自動的にカウントアップし

　てしまいます。ご注意ください。

(4). 「基本情報入力」の会計期が１カウントアップして更新します。また、会計

期間が更新前の終了日の翌日を開始日にセットし、その開始日の１年後を

終了日にセットして更新しています。

※会計期間が違う場合は、必ず「基本情報入力」で会計期間を変更してくだ

　さい。

(5). 今までの入力した入出金データは１０期まで保存しており、１１期以前のデ

ータはこの更新時点で削除しております。

※入出金データは、会計期別に管理しておりますので、この更新処理後に、

　「現金出納帳入力」画面を上げて一覧表示しても、今まで入力した入出金

　データは表示されません。その過去データからのコピー機能も利用できま

　せんのでご了承ください。

※更新処理後は原則として元に戻すことが出来ません。処理前にセーブを取ることを

　お勧めします。

　

※しかし、次の期のデータを既に入力してしまい、前期のデータをどうしても入力し、

　残高をもう一度更新させ既に入力したデータなどに反映したい場合は、「基本情報入

　力」の会計期を前期にしていただき、会計期間を戻して頂くことで、前期のデータ入

　力は出来ます。しかし、項目マスタの予算金額などは戻りませんので、手で修正して

　いただく事になります。また、その後に「決算更新処理」をもう一度処理していただ

　かないとその反映した残高を次の期にもってこれませんので十分ご注意ください。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。
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運用編

１３．「データセーブ処理」

メニューから「データセーブ処理」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※一度保存すると、保存場所は保持されるので画面が立ち上がった時、その内容を表示します。

※上図のようにセーブ前現在の内容

　が表示されますので、その内容で

　間違いないか確かめてからセーブ

　してください。

①保存場所

現在運用しているデータ全て（ＤＢ）をセーブするパスとファイル名称を入力

してください。

※ファイル名称は「環境設定」の接続場所で指定したＤＢ名にセーブ内容だと

　わかる名称にした方が良いと思います。

　例えば、ＤＢ名称が「現金出納帳.mde」だとしたら、「現金出納帳save.mde」

　とか、「現金出納帳_20110125.mde」という様にセーブする日付を入れるのも

　良い方法だと思います。

②保存場所ボタン

このボタンを押下しますと、ファイル選択ダイアログ（上図）が表示されますの

で、そこから保存先パスの選択やファイル名称の設定をしてください。その内容

が保存場所に表示されます。

①
②
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運用編

１３．「データセーブ処理」

○保存ボタン

保存場所で指定したパスと名称で保存処理を行います。

※保存処理は出来れば１日の最初に立ち上げた時点で、同一場所の同一ファイル

　名（例えば「現金出納帳save.mde」の様に）にセーブしていただくと、もし

　その日に何らかの異常が発生した場合、その日の前で復旧が可能となります。

　復旧後、もう一度その日の内容を入力していただかなくてはなりませんが、

　ＤＢ（Microsoft Accessを使用しています。）の保証は出来ませんので、十分

　ご注意ください。１日の処理後でのセーブでも良いと思います。各自でご判断

　ください。

　また、毎日使用される場合は月末とか月初めにもセーブしていただくのが良いか

　と思います。（ディスク容量の問題もありますので各自でご判断ください。）

○戻しボタン

保存場所で指定したパスと名称で一旦保存したＤＢから内容を戻す場合に使用しま

す。

※このボタンを押下しますと、今の内容は消えてしまい復旧できませんので、十分

　ご注意下さい。

※保存場所で指定したパスと名称で一致するものが無い場合はこのボタンは使用

　できません。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

※この保存は、エクスプローラでのファイルのコピーや貼り付け機能と変わりません。
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１４．「明細データ外部出力」

メニューから「明細データ外部出力」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※一度出力すると、保存場所は保持されるので画面が立ち上がった時、その内容を表示します。

①出力日付範囲（開始日）

入出金データを外部出力する対象のデータ日付（開始日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の始めを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以降のデータを対象と

　します。

②出力日付範囲（終了日）

入出金データを外部出力する対象のデータ日付（終了日）を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の終わりを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以前のデータを対象と

　します。

③保存場所

外部出力するデータのパスとファイル名称を入力してください。

④保存場所ボタン

このボタンを押下しますと、ファイル選択ダイアログ（上図）が表示されますの

で、そこから保存先パスの選択やファイル名称の設定をしてください。その内容

が保存場所に表示されます。

① ②

③
④
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運用編

１４．「明細データ外部出力」

○出力ボタン

①～②の日付の範囲内入出金データを下図の様な内容でテキストデータとして出力

します。

※項目と項目の間はカンマで区切っています。また、各行の最後には改行を付加して

　います。１行目には各項目の項目タイトルをセットしていますので、Excelなどで

　見ていただくと、各項目の内容がわかりやすくなっています。

※Excelなどでご利用ください。

※残高項目はこの会計期期首からの残高です。参考までに出力しています。

○取消ボタン

「明細データ外部出力」の全ての画面内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。
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運用編

１５．「会計連携データ出力」

メニューから「会計連携データ出力」ボタンを押下しますと、以下の画面が表示されます。

※一度出力すると、保存場所は保持されるので画面が立ち上がった時、その内容を表示します。

①出力日付範囲（開始日）

入出金データを外部連携（仕訳）データとして出力する対象のデータ日付（開始日）

を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の始めを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以降のデータを対象と

　します。

②出力日付範囲（終了日）

入出金データを外部連携（仕訳）データとして出力する対象のデータ日付（終了日）

を入力してください。

※未入力の場合は「基本情報入力」で設定した会計期間の終わりを表示します。

※データに指示された対象日付が無い場合でも指示した日付以前のデータを対象と

　します。

① ②

③

④

⑤

⑥
⑦
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運用編

１５．「会計連携データ出力」

③仕訳形態

出力する仕訳の形態を選択するようにしていますが、現在「標準仕訳」（弊社設定

の仕訳フォーム）しか準備出来ていません。

※大変申し訳ありませんが、一般に販売しています会計ソフトとの連携形式はこの

　ソフトでは準備が出来ませんでした。

※個別の消費税対応もこのソフトではとっていません。

★上記２点から別のソフト「楽々現金出納帳」を準備しています。もし、この内容

　で対応できない場合は、そちらをお試しください。

④出力区分

再出力が必要な場合を想定して準備しています。以下の説明でご判断頂き選択し

てください。デフォルトは新規出力です。

(1). 新規出力： 上記日付の範囲内でまだ会計連携で出力していないデータ

を対象に抽出します。

(2). 再出力のみ： 一旦出力したが、会計ソフトに取り込む前に出力したデ

ータを消してしまった場合とか、会計ソフトで取り込んだ

ものの、何らかの異常でもう一度取り込む必要が発生した

場合に、⑤で過去の出力した日付・時間を選択することで

その時抽出したデータを再抽出できます。

(3). 新規を含み再出力：

なんらかの異常で会計ソフトにもう一度同一データ及び

上記日付の範囲データでまだ抽出していないデータを同時

に取り込みたい場合これを選択してください。

この時、⑤で過去の出力した日付・時間を選択することで

、その時の抽出したデータと、上記の日付の範囲でまた抽

出していないデータ（例えば抽出した後に変更したデータ

など）を同時に出力することができます。

⑤日付・時間

④の再出力及び新規を含み再出力の時のみ選択できます。過去にデータを抽出した

日付と時間が直近順に並んでいますので、対象となる日付・時間を選択してくださ

い。デフォルトは直近の日付・時間となっています。④で新規出力を選択した場合

はこの日付・時間の選択はできません。

⑥出力場所

外部連携（仕訳）データを出力するパスとファイル名称を入力してください。

⑦出力場所ボタン

このボタンを押下しますと、ファイル選択ダイアログ（上図）が表示されますの

で、そこから出力先パスの選択やファイル名称の設定をしてください。その内容

が出力場所に表示されます。
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運用編

１５．「会計連携データ出力」

○出力ボタン

①～⑤の指示に対する範囲内の外部連携（仕訳）データを下図の様な内容でテキ

ストデータとして出力します。

※項目と項目の間はカンマで区切っています。また、各行の最後には改行を付加して

　います。１行目には各項目の項目タイトルをセットしていますので、Excelなどで

　見ていただくと、各項目の内容がわかりやすくなっています。

※大変申し訳ありませんが、もし利用頂けるのでしたら、対象の会計ソフトの外部連携

　フォーマットにExcelなどで変換してからご利用ください。尚、消費税の管理をして

　おりませんので、会計ソフト税込みで消費税自動算出をしていただき、差額は手での

　修正（会計ソフト上で）となりますのでご了承ください。

　または、項目マスタに仮受消費税・仮払消費税の項目を追加し、入出金データ入力で

　細かく（税抜きでのデータ入力とその消費税データの入力を行う。）入力していただ

　く方法も有るかと思います。

○取消ボタン

「会計連携データ出力」の全ての画面内容を初期化します。

※画面の立ち上げ時の状態です。

○終了ボタン

メニュー画面に戻ります。

★入出金データの項目コードがセットされていない入出金データや、セットされていても、そ

　の項目コードの項目マスタでの経理科目CDに内容がセットされていない場合は、出力対象外

　となりますので、もし連携データ（仕訳データ）が出力されない場合は、その繋がりを再確

　認してください。
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付録

Ａ．明細データ外部出力レイアウトについて

項目名称 項目タイプ 備考

会計期 数値 現在の会計期（会計年度）を出力します。

日付 日付 "2010/01/28"の形式でに西暦で出力します。

伝票№ 数値 入出金データ作成時に自動で採番した№を出力

します。

入金額 数値 出金額が発生している場合は0を出力します。

します。

出金額 数値 入金額が発生している場合は0を出力します。

します。

残高 数値 会計期の最初から日付・入力順に順次残高を

算出した内容が出力されます。

摘要 文字 入力した桁数分出力します。

項目コード 文字 入出金入力で入力した項目コードを出力しま

す。

項目名称 文字 項目マスタの名称を出力します。仮に存在しな

い項目コードの時は空白となります。

集約項目CD 文字 項目マスタと集約項目マスタが同期が取れてい

る場合は、その集約項目コードを出力します。

もし、同期が取れていない場合は空白となりま

す。

集約項目 文字 上記同様に同期が取れている場合はその集約名

名称 称を出力しますが、同期が取れない場合は空白

となります。

更新日 日付 入出金入力で新規あるいは変更で最終保存され

た日付と時間を出力します。

○下図の様に１行目に項目タイトルを出力し、各項目間は(,)区切りとなっていま

　す。数値以外の項目は(")で囲っています。Excelなどに取り込んで色々とｱﾚﾝｼﾞ

　やｼﾐｭﾚｰｼｮﾝしてみて下さい。
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付録

Ｂ．会計連携データ出力（仕訳）レイアウトについて

※弊社仕様の出力レイアウトです。

項目名称 項目タイプ 備考

会計期 数値 現在の会計期（会計年度）を出力します。

日付 日付 "2010/01/28"の形式でに西暦で出力します。

伝票№ 数値 入出金データ作成時に自動で採番した№を出力

します。

借方勘定 文字 入金データの場合は基本情報入力で設定した、

科目 経理現金勘定の現金勘定科目を出力します。

出金データの場合は、項目マスタに設定してい

ます、経理科目CDの勘定科目を出力します。

※勘定科目の内容は「基本情報入力」及び「

　項目マスタ入力」の説明を参照ください。

借方細目 文字 入金データの場合は基本情報入力で設定した、

科目 経理現金勘定の補助管理コードを出力します。

出金データの場合は、項目マスタに設定してい

ます、経理科目CDの補助管理コードを出力しま

す。いずれも設定していない場合は空白となり

ます。

※補助管理コードの内容は「基本情報入力」及

　び「項目マスタ入力」の説明を参照してくだ

　さい。

借方部門 文字 入金データの場合は基本情報入力で設定した、

運用部門ｺｰﾄﾞを出力します。

出金データの場合は、項目マスタに設定してい

ます、経理科目CDの部門コードを出力します。

部門コードを設定していない場合は空白となり

ます。

※部門コードの内容は「基本情報入力」及び「

　項目マスタ入力」の説明を参照ください。

貸方勘定 文字 入金データの場合は項目マスタに設定していま

科目 す、経理科目CDの勘定科目を出力します。

出金データの場合は、基本情報入力で設定した

、経理現金勘定の現金勘定科目を出力します。

※勘定科目の内容は借方勘定科目と同様です。

貸方細目 文字 入金データの場合は、項目マスタに設定してい

科目 ます、経理科目CDの補助管理コードを出力しま

す。

出金データの場合は基本情報入力で設定した、

経理現金勘定の補助管理コードを出力します。

いずれも補助管理コードを設定していない場合

は空白となります。
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付録

項目名称 項目タイプ 備考

※補助管理コードの内容は借方細目科目と同様

です。

貸方部門 文字 入金データの場合は、項目マスタに設定してい

ます、経理科目CDの部門コードを出力します。

出金データの場合は基本情報入力で設定した、

運用部門ｺｰﾄﾞを出力します。

部門コードを設定していない場合は空白となり

ます。

※部門コードの内容は借方部門と同様です。

金額 数値 入金額、出金額のいずれか入力ある内容を出力

します。

摘要 文字 入力した桁数分出力します。

※制限をいれていませんので、最大５０桁出力

　します。

作成日 日付 「外部連携データ作成」でデータを作成した日

付と時間を出力します。

○下図の様に１行目に項目タイトルを出力し、各項目間は(,)区切りとなっていま

　す。数値以外の項目は(")で囲っています。Excelなどに取り込んで色々とｱﾚﾝｼﾞ

　し対象の会計ソフトレイアウトに調整し使用してください。
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付録

Ｃ．項目の桁数と属性について

１．金額（数値）

○入力はＭＡＸ１４桁まで出来ますが帳票表示などは１２桁までしか表現

　出来ません（画面表示で一覧表示は１０桁までです。）。従いまして、

　帳票で１２桁以上表現する必要がある場合はExcelにて出力し、そのセル

　のフォントサイズの変更や大きさを調整して運用してくださるか、他の

　ソフトをご利用ください。

　また、マイナス入力は原則出来ません。基本情報の残高のみ入力は可能

　です。

２．日付

○西暦８桁での入力となり、また出力表示も西暦となります。

３．伝票№（数値）

○ＭＡＸ９桁までの管理となります。

４．表示位置（数値）

○ＭＡＸ５桁までの管理となります。

５．会計期（数値）

○ＭＡＸ９桁までの管理となります。

６．項目コード（文字）

○ＭＡＸ１０桁までの管理となります。

７．集約項目コード（文字）

○ＭＡＸ１０桁までの管理となります。

８．経理科目及び現金勘定科目など科目コード（文字）

○ＭＡＸ２０桁までの管理となります。但し、細目コードや部門コード

　も"-"で繋いでの２０桁での管理となります。

９．運用部門コード（文字）

○ＭＡＸ１５桁までの管理となります。

１０．各区分（数値）

○１桁の管理となります。但し、区分により０，１とか１，２とかの

　管理となります。

１１．備考、摘要、項目名称など（文字）

○入力はＭＡＸ５０桁までできますが、帳票表示は内容により違いますが

　１２桁位から１６桁位までの表現しかできません。出来るだけコンパク

　トにまとめて入力してください。

※尚、会計連携データ出力や明細データ外部出力での内容は付録Ａ．Ｂ．を参照

　してください。
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あとがき

■あとがき

　今回の開発は、Vb.Netでおこないました。作表はCrystalReportsを利用していま

す。また、Excelでの出力も可能としています。（Excelﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを利用してExcelを

作成していますが、ExcelﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄはExcel(2003)で作成しました。）

　データベースは「.mde」を使用しましたが、元々Access(2003)で作成した内容を

Vb.Netに作り替えましたので、データベースはそのままにしました。

　気軽に使って頂けるように当初考えて作りましたが、作成していく内に欲が出

て（編集者がとある芸能保存会に属していたため、その会計報告に利用できなか

と考えた為）「収支報告書」・「項目別明細書」・「予算計画書」などの帳票が

あった方がいいかなと思い不要な方も多いかと思いますが追加していきました。

　また、企業さまの小口現金出納帳にも少しでも利用できないかとも考え、「

外部連携データ作成」や「明細データ外部出力」を追加しました。これについて

は消費税対応や外部連携先の市販会計ソフトに現在対応出来ておりませんが、

次に予定しています「楽々出納帳Ⅱ」では消費税対応と、一部市販会計ソフトへ

の外部連携を追加しております。

　全ての方に満足いただける物とは思っておりませんが、少しでもお役にたつこ

とが出来たらと思っております。

★運用していただき、何か問題点や問い合わせ事項が御座いましたら、以下問い合わせ先

　に連絡ください。

発行元及び問い合わせ先

　〒675-0064　兵庫県加古川市加古川町溝之口197-1

　　　　　　　　　　　　　　　メルヴェーユ大村108号

　　　　　　　有限会社　共同電算センター

　   TEL: 079-421-1280

     FAX: 079-421-8504

                Mail kdc_package@kyodo-densan.com

                URL  http://www.kyodo-densan.com


